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し
出
さ
れ
た
グ
ッ

ズ
を
受
け
取
っ
た

新
入
社
員
の
皆
様

か
ら
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
頑
張
り
ま
す
」
な

ど
の
声
も
頂
き
な

が
ら
、
ア
ピ
ー
ル

行
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

な
お
、
交
通
新

聞
発
表
に
よ
る
今

年
度
の
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
新
入
社
員
数

は
、
前
年
度
と
同

程
度
の
１
８
６
８
人
（
う
ち

女
性
５
６
９
人
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

新
年
度
を
迎
え
た
４
月
１

日
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
２
０
１
５

年
度
入
社
式
」
が
埼
玉
県
・

さ
い
た
ま
市
で
行
わ
れ
、
国

労
東
日
本
本
部
の
青
年
部
を

中
心
に
し
て
入
社
式
宣
伝
行

動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
「
入
社
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
！
国
労
で
す
」「
研

修
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！
」

と
激
励
の
声
を
掛
け
な
が

ら
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
の
国

労
歓
迎
グ
ッ
ズ
を
配
布
。
差

　

学
習
交
流
会
は
東
日
本
本

部
の
武
田
組
織
部
長
よ
り

「
労
働
組
合
の
活
動
に
つ
い

て
」
と
題
し
、春
闘
や
ブ
ラ
ッ

ク
企
業
の
例
題
を
出
し
な
が

ら
、
労
働
基
準
法
を
中
心
に

講
演
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
交
流
会
で
は
各

職
場
で
の
要
員
不
足
や
問
題

点
な
ど
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
今
後
も
学
習
会
交
流

会
を
継
続
し
、
労
働
条
件
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　

間
も
な
く
新
入
社
員
が
職

場
に
配
属
さ
れ
ま
す
。
職
場

に
お
け
る
問
題
点
や
青
年
の

悩
み
な
ど
の
声
を
聞
き
、
改

善
を
行
い
、
安
心
し
て
働
き

や
す
い
環
境
を
勝
ち
取
り
、

組
織
強
化
・
拡
大
に
向
け
て
、

引
き
続
き
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
青
年
部
発
）

・
泊
ま
り
勤
務
者
が
全
員
Ｇ

Ｓ
の
時
が
あ
る
。

・
仕
事
を
２
〜
３
年
目
の
社

員
で
ま
わ
し
て
い
る
。

・
ダ
イ
ヤ
改
正
で
の
人
員
削

減
。

【
職
場
に
帰
っ
て
取
り
組
も

う
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
？
】

・
ベ
テ
ラ
ン
組
合
員
へ
の
呼

び
か
け
。

・
若
手
社
員
へ
の
積
極
的
な

ア
ピ
ー
ル
。

・
と
り
あ
え
ず
国
労
を
知
っ

て
も
ら
う
。

・
賃
金
体
制
の
改
善
。

【
組
織
拡
大
を
す
る
た
め
に

は
何
が
国
労
に
必
要
だ
と
思

い
ま
す
か
？
】

・
や
る
気
と
元
気
…
。
分
会

の
組
合
員
に
意
欲
を
持
た
せ

る
こ
と
。

・
存
在
を
知
っ
て
も
ら
う
（
各

職
で
実
際
に
一
緒
に
働
く
社

員
か
ら
）

・
実
績
。

【
そ
の
他
に
要
望
な
ど
あ
れ

ば
。（
こ
の
よ
う
な
事
を
や
っ

て
み
た
い
！
な
ど
）】

・
日
程
や
詳
細
を
早
め
に
指

示
し
て
頂
け
る
と
助
か
り
ま

す
。
話
せ
る
場
所
が
あ
れ
ば

ど
ん
な
事
で
も
取
り
組
み
た

い
で
す
。

【
講
演
の
感
想
「
労
働
組
合

の
活
動
に
つ
い
て
」】

・
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
ノ
ミ

ネ
ー
ト
と
労
基
法
、
労
働
組

合
の
あ
り
方
を
照
合
し
な
が

ら
説
明
を
受
け
ら
れ
た
の
が

良
か
っ
た
で
す
。

・
労
働
組
合
の
必
要
性
に
つ

い
て
、
再
度
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
良
か
っ
た
と
思

う
。

・
労
働
組
合
の
あ
り
が
た
さ
。

【
交
流
会
に
つ
い
て
の
感
想
】

・
一
人
ひ
と
り
思
う
事
に
つ

い
て
発
言
す
る
事
が
で
き
て

よ
か
っ
た
。

・
話
が
で
き
る
場
が
あ
り
、

生
の
声
が
聞
け
て
良
か
っ

た
。

【
職
場
で
は
何
が
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
か
？
】

・
運
転
士
試
験
を
受
け
た
く

な
か
っ
た
が
受
験
し
て
受

か
っ
て
し
ま
い
、
研
修
へ

行
っ
た
が
途
中
で
辞
退
し
て

他
職
場
の
車
掌
へ
。
自
分
の

意
志
で
試
験
を
受
験
さ
せ
て

ほ
し
い
。

・
Ｇ
Ｓ
の
離
職
・
退
職
に
つ

い
て
。

　

入
社
式
行
動
前
日
の
３
月

31
日
、
東
日
本
青
年
部
学
習

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
彦
田
青
年

部
長
は
「
各
分
会
の
取
組
み

に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
会
社
を
は
じ

め
関
連
会
社
に
お
い
て
８
年

連
続
で
新
規
採
用
者
の
国
労

加
入
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

昨
年
は
『
労
働
条
件
に
関
す

る
協
約
』
改
定
に
付
帯
す
る

要
求
項
目
の
青
年
部
要
求
と

し
て
、
16
年
ぶ
り
に
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
団
体
交
渉
を
行
っ

た
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
新
規
採

用
の
見
送
り
や
16
年
連
続
ベ

ア
ゼ
ロ
回
答
や
賃
金
・
手
当

の
抑
制
な
ど
、
労
働
条
件
の

改
善
に
向
け
た
取
り
組
み
を

通
じ
て
、
組
織
拡
大
に
向
け

て
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

挨
拶
が
さ
れ
、
学
習
交
流
会

に
入
り
ま
し
た
。
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　入社おめでとう！私たちは国鉄労働組合東日本本部です。人生の中で大きなスタート地点を迎えた

皆さんは、きっと希望や夢に期待を膨らませると同時に少し不安な気持ちとが入り混じっていること

でしょう。

　１，６００万人の笑顔に触れるためには、少しばかりの失敗や冒険も必要と思います。また、ＪＲ

東日本という会社はそのことが許される会社です。そうして経験を積み、先輩たちの背中を追いかけ

て皆さん一人ひとりがＪＲ東日本の顔になっていくことを期待してやみません！

　少しばかり労働組合の話をさせてください。今から 10年前の２００５年４月 25日にＪＲ西日本

福知山線の尼崎駅付近で列車が脱線・転覆して１０７名の尊い命が失われました。また、同じ年の

12月 25 日にはＪＲ東日本羽越線で特急列車が強風にあおられて脱線・転覆して５名の尊い命が失

われました。

　私たち労働組合の任務は、誰もが安全・安心して働き、健康で文化的な生活を送ることにあります。

また、お客さまを安全・快適に目的地までお送りすることであり、人命を損なう事故などあってはな

らないことです。そうしたことから「安全・安定輸送」の確保は最大の課題と位置付けて取り組んで

います。まさに社員・組合員の幸せとＪＲ東日本の健全な発展を追求するということです。

　２０１５年４月１日でＪＲは満 28歳になりました。ＪＲ東日本では既に 60％強が平成採用者に

なっていますが、そこに働く人たちの幸福を求めることと、お客さまに安全・安心という最高の「サー

ビス」を提供することに違いはありません。

　私たちが入社して間もない頃に、労働組合の「学習会」で『鰯』に学ぶということを教えられまし

た。鰯は字が示す通り弱い魚（食物連鎖）ですが数千匹という単位で群れを作り、他の魚から身を守

ると言われています。私たち労働者は一人ひとりでは弱い立場ですが、労働組合という組織で団結す

ることで大きな力となります。このことが労働組合の根源と言えます。

　これからの長い「ポッポ屋（鉄道員）」人生で様々な障害や壁に突き当たることと思いますが、そ

んな時は周りの仲間や先輩に相談してみて下さい。きっと前向きに気持ちを切り換えられる一助にな

ると思います。

　最後に、新たなスタートを切った皆さんのご健勝とご多幸を心から祈念して歓迎のメッセージとい

たします。

（全文はＨＰに記載）

国鉄労働組合東日本本部委員長　松井正義


